
名古屋大学学術憲章
　名古屋大学は、学問の府として、大学固有の役割とその歴史的、社会的使命を確認し、
その学術活動の基本理念をここに定める。

　名古屋大学は、自由闊達な学風の下、人間と社会と自然に関する研究と教育を通じて、
人々の幸福に貢献することを、その使命とする。とりわけ、人間性と科学の調和的発展を
目指し、人文科学、社会科学、自然科学をともに視野に入れた高度な研究と教育を実践す
る。このために、以下の基本目標および基本方針に基づく諸施策を実施し、基幹的総合大
学としての責務を持続的に果たす。

１．研究と教育の基本目標
（1）名古屋大学は、創造的な研究活動によって真理を探究し、世界屈指の知的成果を産み出す。
（2） 名古屋大学は、自発性を重視する教育実践によって、論理的思考力と想像力に富んだ勇気
ある知識人を育てる。

２．社会的貢献の基本目標
（1） 名古屋大学は、先端的な学術研究と、国内外で指導的役割を果たしうる人材の養成とを通
じて、人類の福祉と文化の発展ならびに世界の産業に貢献する。

（2） 名古屋大学は、その立地する地域社会の特性を生かし、多面的な学術研究活動を通じて地
域の発展に貢献する。

（3） 名古屋大学は、国際的な学術連携および留学生教育を進め、世界とりわけアジア諸国との
交流に貢献する。

３．研究教育体制の基本方針
（1） 名古屋大学は、人文と社会と自然の諸現象を俯瞰的立場から研究し、現代の諸課題に応え、
人間性に立脚した新しい価値観や知識体系を創出するための研究体制を整備し、充実させる。

（2） 名古屋大学は、世界の知的伝統の中で培われた知的資産を正しく継承し発展させる教育体
制を整備し、高度で革新的な教育活動を推進する。

（3） 名古屋大学は、活発な情報発信と人的交流、および国内外の諸機関との連携によって学術
文化の国際的拠点を形成する。

４．大学運営の基本方針
（1） 名古屋大学は、構成員の自律性と自発性に基づく探究を常に支援し、学問研究の自由を保
障する。

（2） 名古屋大学は、構成員が、研究と教育に関わる理念と目標および運営原則の策定や実現に、
それぞれの立場から参画することを求める。

（3） 名古屋大学は、構成員の研究活動、教育実践ならびに管理運営に関して、主体的に点検と
評価を進めるとともに、他者からの批判的評価を積極的に求め、開かれた大学を目指す。

名古屋大学の規模の概略
［平成28年5月1日現在］

学年暦

役員・教職員数
　役　員   10名
　教職員数   3,857名

学 生 数
　学部学生   9,844名
　大学院学生   6,008名

財　　政（平成27年度）
　収入   112,233百万円
　支出   108,023百万円

土地面積   3,309,805m2

建物面積   786,827m2

蔵 書 数   3,296,394冊

学年開始
第1学期開始    4月 1日　　　　　
入学式    4月 5日　　　　　
第1学期授業期間    4月11日～ 7月22日
名古屋大学記念日    5月 1日　　　　　
第1学期試験・授業期間    7月25日～ 8月 5日
夏季休業    8月 8日～ 9月30日
秋季卒業式    9月27日　　　　　
第1学期終了    9月30日　　　　　
第2学期開始   10月 1日　　　　　
第2学期授業期間   10月 1日～ 1月27日
秋季入学式   10月 5日　　　　　
冬季休業   12月28日～ 1月 7日
第2学期試験・授業期間    1月30日～ 2月10日
卒業式    3月27日　　　　　
第2学期終了

    3月31日　　　　　学年終了


